
～住み慣れた家や地域で家族に囲まれて、 

思い思いの在宅療養の生活を送るために～ 

4 月より、リハビリ希望の方にも定期的に看護師の訪問を行うよう
になり、より安心した療養生活が行えるよう支援しています。 
 

＊１０月より、言語聴覚士（ST）の訪問ができるようになります。 

 
言語聴覚士 1名 作業療法士 3名 理学療法士 5名 

言語聴覚士：ことばによるコミュニケーションに問題がある方、摂
食・嚥下の問題のある方に専門的に対応し、自分らしい生活を構築
できるよう支援します。 

作業療法士：服を着替える、トイレに行くなど日常生活に必要な応
用能力、家事、仕事、趣味など社会とつながる適応能力の獲得を
支援します。 
理学療法士：起きる、座る、立つ、歩くなどの基本的
な運動機能の回復、日常生活動作(ADL)の改善を図
り、最終的にはQOL(生活の質)の向上を目指します。 
 
各専門性を活かしたリハビリを提供します。 
 

病気をしても、介護が必要になっても 

その人が『どう生きたい』か、家族が『どう生きて欲しい』か、 

そこを中心で生活ができるように支援していきます。 
 

尾﨑病院で勤務し 8年目です。

訪問リハビリは初めてで、最初

は戸惑うこともあると思います

が一生懸命頑張ります。よろし

くお願い致します。 

言語聴覚士 坂本希 


